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　経済の基本、金融と物価の安定についての講習と施設見学を行う。

　議員は「まず議会事務局に確認」それを受けて事務局は「町の選挙管理委員会」もしくは「県の議長会」へ確認をする。そこ
でも判断が付かない場合や事例が無い場合は、最終的にここへ確認する町村議会の根幹な判断部門である。
　今回の議員研修のメインテーマである「議会報告会」での各設問（別紙参照）に関してのレクチャー・講習並びに、全国的な
方向性や取り組みについての懇談と研修を、議員各自が自由討議を行い共通認識として実施をする。少なくとも吉富町議会が
進める議会改革の方法は、全国議長会事務局としては先進的であり間違った方向性では無い事が認めて貰える。
　今後の全国的な地方議会への課題として
 ①「議事日程の延長」（地方議員は兼業職が主。時間を掛けて調査の必要がある）
 ②「議会事務局の強化」（事務員配置は最低でも必要）
 ③「賛成でも要望は伝えるべき」（総論賛成でも強化や注意点に異論する部分は伝えるべき）
 ④「議員定数・報酬削減、政務活動費廃止など安易な改革に見える様なパフォーマンスは慎むべき」
 　（各議会が縮小傾向により、議案審議が進まず「異議なし議会化」してきている事への懸念）など。

 日本銀行本店・博物館

 全国町村議会議長会（研修）※議事調査部

研修期間： 平成２８年２月１８日（木）～２０日（土）
参加議員： 若山・丸谷・是石・花畑・横川・梅津・太田・山本・中家、計9名

　国会参議院財政金融委員会傍聴では「０金利」に対して日銀総裁を参考人としての議論を傍聴。国会内委員長許可に寄る特
別見学及び地元選出武田衆議院議員、松山・大家参議院議員への表敬ならびに地方創生に関する陳情。全国で発行・発刊され
た書籍全てが揃う国内最大蔵書量を誇る国会図書館での議会図書館の必要性と拡充への視察。国民の誰もが利用出来るシス
テムだが、国会議員に関しては別セクション（事務局）があり、国会審議や法に条例、その他調査に関して行って貰えるのだと
か、その様な根拠の裏づけがあり国が動いている事を再認識する。

　小さな吉富町にとっての「何かのキーワードにならないか？」「何かヒントはないだろうか？」と、世界有数である築地市場で国
内野菜・果物の全てを一括で担ってきた日本最大級である東京シティ青果㈱へ、事業の概要説明及び施設見学を実施する。
　地域園芸農業振興のための方策と、今後の課題や先の例を聞く。
　超高級食材と認知された地方農業の成功例である「朝倉ネギ」（万能ネギの名称で有名）を、始め「あまおう（イチゴ）・おいしい
菜（菜花）・ブロッコリー・ゴボウ」などを吉富町近隣地域の農家などと開拓して全国ブランドへと発展させてきた歴史などを聞く。
　これからの農作物ブランド化への道は「健康か美容に良いと思われる物」「それを、食する方法のアピール力」「TV始めマス
コミへのアピール力」など意見交換しながら講義を受ける。

 国会議事堂及び国会図書館

 東京シティ青果（株）※野菜本部
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平成２８年度吉富町一般会計補正予算（第１号）について

	 補正予算の追加 ５９０万９千円
	 予算総額 ３０億４９０万９千円
歳出の主なものは、チャレンジショップ店舗排水接続工事費　４００万円

平成２８年度歳入歳出予算総額
２９億９，９００万円！！

平成28年第１回定例町議会は、３月３日から25日までの23日間開催されました。

（対前年度比　＋２.８８％）

＜主な討論内容＞

平成28年度吉富町一般会計予算について

＜主な討論内容＞

反対：将来像が見えない予算は、未来の子供達への禍根を残す恐れが払拭出来ない。
	 学力テストは現場の教師と子どもを追い詰めるものである。
	 町営住宅建設について、説明が不十分、町民の要望に沿った身の丈にあったものにすべき。

賛成：出産準備応援事業、空家活用促進事業は、広報よしとみの一部カラー化、町内文化財の大規模
	 修繕など子育て支援、定住化促進等新しい事業があり、他の自治体と違い、少しは町民に夢が
	 持てる予算になっている。

反対：まち・ひと・しごと創生事業の一環であり、まずその事業をやる事が大事で、この件は附帯
	 に馴染まない。
賛成：無駄にならないように、対象者が喜んでいただけるような物をアンケート等で支給してはど
	 うかとの附帯決議である。

　平成28年度一般会計予算には次の主旨の附帯決議の発議案が議員から提出され、賛成多数で可
決しています。
【議案第19号 平成28年度一般会計予算に対する附帯決議：まち・ひと・しごと創生事業の一環で
ある出産準備応援事業（1人×3万円×60人分）マタニティーＢＯＸを贈る事に対して、一般町税
の減収、特定目的基金の減少、地方債の増加傾向と大変厳しい財政の中での人口増施策である以上
は、受給対象である母子へのアンケートや内容に選択出来る自由を十分配慮して実りのある内容に
て配布とする様に求める事】

※注

	 広報よしとみの一部カラー化	 約90万円
	 空き家対策事業	 約400万円
	 放課後児童クラブ事業の拡大	 約828万円
	 橋梁定期点検事業	 約210万円
	 漁港施設改修事業	 約4200万円

以上のような住民の皆さんに関心のある事業費が組み込まれています。

増

増

予
　
　
　
　
　
算

第１回 定例議会報告

可
決

可
決

附帯決議

※注　附帯決議とは、議会又は委員会における審議の対象である議案の議決に当たって、その議案について
　　　付随的に付けられる意見又は要望をするものです。



3

平成２８年度予算（特別会計・企業会計）
会計区分 当初予算額 前年度予算額との比較 前年度対比

国民健康保険特別会計予算 8 億 9,641 万 8 千円 △ 1,892 万 4 千円 2.07％の減

後期高齢者医療特別会計予算 9,744 万 8 千円 △ 560 万 9 千円 5.44％の減

奨学金特別会計予算 2,496 万 4 千円 0 円 　　　　  同 額

公共下水道事業特別会計予算 4 億 3,346 万 1 千円 △ 7 万 4 千円 0.02％の減

水道事業会計予算
　（収益的収入）　　　　　 1 億 3,939 万円
　（収益的支出）　　　　　 1 億 3,166 万 3 千円
　（資本的収入）　　　 　　2 億 7,612 万 1 千円
　（資本的支出）　　　　　 3 億 1,927 万 2 千円

＜主な討論内容＞
反対：山王団地建設費が含まれている予算で、総事業費が不明瞭、議会に対する説明が不足。

賛成：老朽化した町営住宅の１日も早い建て替えを希望する。

平成２７年度吉富町一般会計補正予算（第７号）について

補正予算の追加	 　５，３７７万６千円
予算総額	   ３３億５，０１０万円

平成２７年度吉富町一般会計補正予算（第８号）について

補正予算の追加　１，１０９万７千円
予算総額	 ３３億６，１１９万７千円

※詳細な補助要綱等は、今後策定予定！

補正予算書の主な内容
	 歳入
	 地方交付税	 １億３,４４４万５千円　
	 国庫補助金（民生費補助金）	 　　３,１９８万５千円
	 基金繰入金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   △２億２,４２５万５千円 他
	 歳出
	 地方公共団体情報セキュリティ強化対策整備事業委託　　　　　　　　   ４,２８７万６千円
	 臨時福祉給付金（高齢者向け）	 　　　　３,０００万円
	 公共下水道事業費基金積立金	 　  　　 ９,０００万円 他

可
決

予
　
　
　
　
　
算

平成２７年度補正予算（特別会計・企業会計）
会計区分 補正予算額 予算総額

   国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 5,049 万 4 千円 9 億 8,901 万 3 千円

　奨学金特別会計補正予算（第 1 号） △ 348 万 8 千円 2,147 万 6 千円

公共下水道事業特別会計補正予算（第 4 号） △ 2,592 万 7 千円         4 億 524 万円

　水道事業会計補正予算（第 4 号）

　　　　　　　（収益的収入） 　　　　　　　　　　　        △ 24 万 1 千円    　　　　　　 1 億 7,086 万 6 千円

　　　　　　　（収益的支出）　　　　　　　　　　　     △ 1,100 万 1 千円   　　　　　　  1 億 6,011 万 4 千円

人口増施策として結婚新生活支援事業予算計上される！！

可
決

可
決

可
決
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職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　鉄道賃のうち、新幹線の特急グリーン料金の支給条件を変更するための条例の一部改正。

特別職の非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定
について
　報酬を支給する非常勤の特別職に新たに産業医を追加するとともに、埋蔵文化財発掘調査員の報酬
額を改定するための条例の一部改正。

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
　法施行令の一部改正により、傷病補償年金と障害厚生年金等が併給される場合の調整率が改正され
たための条例の一部改正。

学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定
について
　法等の一部を改正する法律の施行に伴い、小中一貫教育を実施することを目的とする義務教育学
校の制度が創設され、関連する本町条例の一部改正。

地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例の制定について
　法の一部を改正する法律の施行に伴う、本町条例を改正するための条例の制定。

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
　法の全部改正に伴う、不服申立構造の見直しなど、関連する本町条例の一部改正のための条例制定。

吉富町行政不服審査会条例の制定について
　法の全部改正に伴う、不服申立てを諮問する第三者機関である吉富町行政不服審査会の設置、組織
及び運営など、必要な事項を定めるため、法に基づく条例制定。
＜主な討論内容＞

＜主な討論内容＞

＜主な討論内容＞

反対：今回の条例改正の部分ではないが、現行、グリーン車を使っているという事がどうなのか。

反対：支給条件、受給資格の喪失に矛盾、疑問を感じる。

反対：審議会委員に客観性を担保する意味でも、第三者の参加も考慮すべきと考える。
賛成：審議の結果に期間を設けることは大事なことと思い、考慮すべきだと意見する。

条
　
　
　
　
　
例
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決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

否
決

吉富町敬老金条例の一部を改正する条例の制定について
　支給対象者の年齢要件の基準日を変更し、同学年の方全員を支給対象とするなど、敬老金の支給要
件の一部を変更するための条例の一部改正。

吉富町家庭的保育事業等の設置及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について
　省令の一部改正により、保育士配置基準及び避難用設備基準が改正されたための条例の一部改正。

吉富町税条例の一部を改正する条例の制定について
　法の一部改正に伴い、納税の猶予に関し必要な事項を定めるための条例の一部改正。

吉富町在宅ねたきり老人等介護手当支給条例の一部を改正する条例の制定について
　本条例の題名を改正するとともに、介護サービスの利用度により支給額を減額する規定を廃止する
など、介護手当ての支給要件等の一部を変更するための条例の一部改正。

吉富町定住化促進条例の一部を改正する条例の制定について
　条例の有効期限を５年間延長するとともに、奨励金の交付要件を拡大するなど、より一層の定住化
促進を図るための条例の一部改正。
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人権擁護委員候補者の推薦について
　任期満了に伴う委員の推薦で和才直俊氏、桝吉彦氏、奥家康子氏を再度法務大臣に対して推薦するため。

専決処分の報告について
　吉富町営山王団地解体・建設工事（第３工区の１）の変更契約について、町議会の委任による専決処分をした
ので、議会に報告するものである。

専決処分の報告について
　吉富町営山王団地解体・建設工事（第３工区の２）の変更契約について、町議会の委任による専決処分をした
ので、議会に報告するものである。

専決処分の承認を求めることについて
　法施行規則の一部改正で個人番号の利用の取扱いの見直しが行われ、吉富町税条例の一部を改正す
る必要が生じ、議会を招集する時間的余裕がなく専決処分をしたので、議会の承認を求めるものであ
る。

平成２８年（３月定例会）　議案審議結果

議
決
日
：
平
成
28
年
３
月
11
日
・
25
日
（
採
決
が
分
か
れ
た
議
案
の
採
決
）

議案番号 議　案　等　の　名　称
審
議
結
果

中
家
章
智

山
本
定
生

太
田
文
則

梅
津
義
信

横
川
清
一

花
畑　

明

是
石
利
彦

岸
本
加
代
子

丸
谷
一
秋

若
山
征
洋

賛　
　

成

反　
　

対

議案第２号 吉富町行政不服審査会条例の制定について 可
決○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 議

長 6 3

議案第８号 職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

否
決● ● ● ○ ○ ● ● ● ● 議

長 2 7

議案第10号 吉富町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例の制定について

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長 8 1

議案第11号 吉富町敬老金条例の一部を改正する条例の制定について 可
決○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ 議

長 5 4

議案第14号 平成２７年度吉富町一般会計補正予算（第７号）について 可
決○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ 議

長 5 4

議案第19号 平成２８年度吉富町一般会計予算について 可
決○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ 議

長 5 4

発議第２号 議案第19号　平成２８年度吉富町一般会計予算に対する附
帯決議について

可
決○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ 議

長 6 3

議案第20号 平成２８年度吉富町国民健康保険特別会計予算について 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長 8 1

議案第21号 平成２８年度吉富町後期高齢者医療特別会計予算について 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長 8 1

議案第24号 平成２８年度吉富町水道事業会計予算について 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長 8 1

議案第26号 平成２７年度吉富町一般会計補正予算（第８号）について 可
決○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 8 1

議案第27号 平成２８年度吉富町一般会計補正予算（第１号）について 可
決○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 8 1

「○」…賛成　「●」…反対「議長」…議長職のため表決に参加しない

吉富漁村センターに係る指定管理者の指定について
　指定管理期間が満了する施設の管理を、喜連島上、喜連島下、高浜自治会に再度５年間の指定管理
者に指定するため。

適
任
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さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
、
意
見
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
多
数
の
質
疑
（
答
弁
）、
意
見
が
あ
っ

た
も
の
の
中
か
ら
抜
粋
）

※
吉
富
町
行
政
不
服
審
査
会
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

質 

疑

	
	

是
石
委
員

　

審
査
会
の
審
査
結
果
は
い
つ
ま

で
に
出
す
の
で
す
か
。
審
査
会
と

は
何
を
審
査
を
す
る
の
で
す
か
。

答 

弁

	

	

総
務
課
長

　

不
服
申
し
立
て
の
審
査
を
す
る

期
間
は
３
カ
月
、
回
答
期
限
は
定

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
で
き
る

だ
け
早
く
回
答
す
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

行
政
処
分
等
に
対
す
る
審
査
請

求
が
あ
っ
た
場
合
、
審
査
庁
は
、

そ
の
裁
決
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
、

審
査
庁
内
で
、
当
該
行
政
処
分
に

関
与
し
て
い
な
い
職
員
を
審
理
員

に
指
名
し
、
審
理
を
行
っ
た
上
で

意
見
書
を
作
成
、
次
に
、
そ
の
意

見
書
に
基
づ
き
第
三
者
機
関
で
あ

る
吉
富
町
行
政
不
服
審
査
会
に
諮

問
し
ま
す
。
最
終
的
に
吉
富
町
行

政
不
服
審
査
会
か
ら
答
申
を
受
け

て
審
査
庁
、
町
長
が
裁
決
（
不
服

申
し
立
て
に
対
す
る
結
論
を
出

す
。）
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

意 

見

	
	

是
石
委
員

　

回
答
期
限
の
表
記
は
必
要
で
は

と
意
見
し
、
賛
成
し
ま
す
。

意 

見

	
	

梅
津
委
員

　

わ
か
り
や
す
い
説
明
方
法
（
イ
ラ

ス
ト
、
絵
）
を
希
望
し
、
賛
成
し

ま
す
。

※
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

質 

疑
	

	

是
石
委
員

	
審
査
会
を
つ
く
る
の
に
予
算
は
な

く
て
も
良
い
の
で
す
か
。

答 
弁

		


総
務
課
長

	

必
要
で
し
た
。

※
吉
富
町
定
住
化
促
進
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
（
可
決
）　

質 

疑

	
	

是
石
委
員

	

目
的
は
、
よ
り
一
層
の
定
住
化
促

進
の
た
め
に
５
年
間
延
長
す
る
。

効
果
の
実
数
を
示
し
て
く
だ
さ

い
。

答 

弁

	

	

企
画
財
政
課
長

	

25
年
度
、
対
象
件
数
25
件
、
町
外

か
ら
の
転
入
者
は
６
件
。

　

26
年
度
、
対
象
件
数
25
件
、
町
外

か
ら
の
転
入
者
は
８
件
。

　

27
年
度
、
対
象
件
数
26
件
、
申
請

中
７
件
、
町
外
か
ら
の
転
入
者
２

件
。

意 

見

	
	

是
石
委
員

	

町
外
か
ら
も
あ
り
、
好
評
だ
と
認

識
し
、
ア
ピ
ー
ル
も
し
て
い
た
だ

き
た
く
、
賛
成
し
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
吉
富
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

（
可
決
）

質 

疑

	
	

是
石
委
員

	

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
事
業
の
説
明
を
し
て
く
だ
さ

い
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

	

65
歳
以
上
の
方
が
、
町
内
で
１
，

０
０
０
人
（
支
給
要
件
あ
り
）
と

し
て
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。
国

費
で
10
分
の
10
の
補
助
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

質 

疑

	
	

梅
津
委
員

	

支
給
時
期
は
い
つ
頃
で
す
か
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

	

６
月
後
半
に
は
申
請
受
け
付
け
が

で
き
る
体
制
を
整
え
る
予
定
で

す
。

質 

疑

	
	

是
石
委
員

	

公
営
住
宅
建
設
事
業
債
の
限
度
額

の
減
額
が
８
９
０
万
円
に
つ
い

て
、
補
助
額
（
率
）、
補
助
対
象

基
準
額
、
何
戸
分
か
を
説
明
し
て

く
だ
さ
い
。

答 

弁

	

	
健
康
福
祉
課
長

	

お
お
む
ね
45
％
、
と
な
っ
て
い
ま

す
。
山
王
団
地
、
１
戸
当
た
り
、

平
屋
で
、
１
，
２
１
５
万
円
、
５

棟
分
で
す
。

※
平
成
28
年
度
吉
富
町
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
（
可
決
）

質 

疑

	
	

是
石
委
員

　

町
内
巡
回
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。
そ
の
結
果
で
見

直
し
を
し
ま
し
た
か
。

答 

弁

	

	

総
務
課
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
は
実
施
し

ま
し
た
。
28
年
度
中
に
有
識
者

（
地
域
公
共
交
通
会
議
開
催
）
に

意
見
を
聞
き
、
見
直
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

質 

疑

	
	

梅
津
委
員

	

マ
タ
ニ
テ
ィ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
支
給
に
つ

い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
行
い
ま

し
た
か
。

　

中
身
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
来
年

度
以
降
は
検
討
の
対
象
に
な
る
で

し
ょ
う
か
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
試
み
て
い
ま
せ

ん
。

　

中
身
は
、短
い
肌
着
、長
い
肌
着
、

ロ
ン
パ
ー
ス
、
哺
乳
瓶
、
お
尻

拭
き
、
爪
切
り
、
綿
棒
、
体
温
計
、

ガ
ー
ゼ
、
あ
と
は
お
む
つ
の
か
え

マ
ッ
ト
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
、
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

不
評
で
あ
れ
ば
、
今
後
、
改
善

の
余
地
も
あ
り
ま
す
。

質 

疑

	
	

是
石
委
員

	

寺
子
屋
よ
し
と
み
の
先
生
は
何
人

で
す
か
。
期
間
、
週
の
回
数
、
時

間
帯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答 

弁

	

	

教
務
課
長
・
教
育
長	

教
師
は
２
名
で
、毎
週
の
木
曜
日
、

16
時
20
分
か
ら
17
時
20
分
ま
で
、　

平
成
28
年
５
月
12
日
か
ら
平
成
29

年
の
３
月
９
日
の
間
、
行
う
予
定

で
す
。

質 

疑

	
	

花
畑
委
員

	

今
の
財
政
推
移
で
こ
の
ま
ま
移
行

す
る
と
借
金
財
政
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
が
、
企

画
財
政
課
長
の
答
弁
で
は
健
全
だ

と
、
ど
う
い
う
所
か
ら
健
全
な
の

か
、具
体
的
に
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

又
、
予
算
に
防
止
策
、
予
防
策
が

あ
れ
ば
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答 

弁

	

	

企
画
財
政
課
長

　

現
在
、
第
２
次
財
政
計
画
の
中
期

計
画
を
策
定
中
で
す
。
財
源
や
事

業
費
な
ど
が
色
々
と
わ
か
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
策
定
さ
れ
た
資
料
は

議
員
の
皆
さ
ん
に
お
示
し
す
る
事

と
し
て
い
ま
す
。

　

28
年
度
の
当
初
予
算
も
そ
う
で

す
し
、
今
後
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
事
業
い
ろ
い
ろ
あ
る
わ
け

で
す
が
、
財
政
部
局
と
し
て
は
、

健
全
財
政
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

意 

見

	
	

梅
津
委
員

　

出
産
準
備
応
援
事
業
、
空
家
活
用

促
進
事
業
、
広
報
よ
し
と
み
が
一

部
カ
ラ
ー
化
、
町
内
文
化
財
の
大

規
模
修
繕
等
、
文
化
財
の
保
護
・

整
備
を
行
う
事
業
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
緊
縮
の
中
で

も
出
せ
る
分
に
は
出
せ
る
と
い
う

配
慮
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価

し
、
賛
成
意
見
と
し
ま
す
。

意 

見

	
	

是
石
委
員

　

町
内
巡
回
バ
ス
運
行
が
ス
ム
ー

ズ
に
利
用
で
き
る
よ
う
期
待
し
、

賛
成
意
見
と
し
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
吉
富
町
奨
学
金
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
（
可
決
）

意 

見

	
	

是
石
委
員

　

返
済
の
方
法
に
つ
い
て
、
さ
ら
な

る
考
慮
を
期
待
し
て
、
賛
成
意
見

と
し
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
経
過
（
3
／
17
開
催
分
）
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
つ

い
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
、
意
見
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
多
数
の
質
疑
（
答
弁
）、
意
見
が
あ
っ

た
も
の
の
中
か
ら
抜
粋
）

※
吉
富
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

質 

疑

	
	

山
本
委
員

　

付
室
に
つ
い
て
は
町
に
関
係
す
る

と
こ
ろ
が
出
て
く
る
の
で
す
か
。
保

育
士
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
変
更

点
は
な
い
の
で
す
か
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

　

高
層
階
、
４
階
、
５
階
、
そ
う
い

う
部
屋
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
現

在
の
と
こ
ろ
町
内
で
は
該
当
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

保
育
士
基
準
で
算
出
し
た
保
育
士

の
数
が
２
人
以
上
に
な
る
場
合
は
、

保
育
士
１
人
以
上
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
保
育
士

と
同
等
の
知
識
、
経
験
を
有
す
る

方
の
配
置
が
で
き
る
こ
と
で
、
前

回
よ
り
緩
や
か
な
改
正
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※
吉
富
町
敬
老
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
可

決
）

質 

疑

	
	

山
本
委
員

　

他
の
市
町
村
で
は
、
引
き
続
き
住

ん
で
い
る
こ
と
等
が
条
例
に
の
っ

て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
う
い
う

の
は
要
ら
な
い
の
で
す
か
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

　

９
月
１
日
現
在
吉
富
町
民
で
あ
る

こ
と
の
み
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

意 

見

	
	

山
本
委
員

　

支
給
条
件
に
関
し
て
若
干
矛
盾
点

が
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
件

に
関
し
て
は
賛
成
し
か
ね
ま
す
。

※
吉
富
町
在
宅
ね
た
き
り
老
人
等
介

護
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
可

決
）

質 

疑
	

	

山
本
委
員

	
元
の
条
例
で
は
、
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
等
を
使
っ
た
方
、
利
用
し
た

方
が
前
提
だ
っ
た
と
思
う
が
、
緩

和
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

答 

弁

	

	
健
康
福
祉
課
長

	

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
料
を

い
っ
ぱ
い
使
う
方
は
支
給
で
き
ま

せ
ん
が
、
改
正
条
例
で
は
そ
う
い

う
方
も
支
給
で
き
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
吉
富
町
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
７
号
）に
つ
い
て（
可
決
）

質 

疑

	
	

山
本
委
員

	

別
府
団
地
建
設
工
事
費
は
お
お
む

ね
10
億
円
ぐ
ら
い
で
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
と
い
う
こ
と
だ
が
、
設
計
変
更

に
お
金
は
掛
か
ら
な
い
の
で
す
か
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

　

設
計
業
者
か
ら
上
が
っ
た
資
料
を

一
個
一
個
点
検
し
、
自
分
た
ち
が

見
て
も
っ
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
き

る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
と
、
そ
う
い

う
こ
と
で
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
費
用
は
発
生
し
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

意 

見

	
	

山
本
委
員

　

別
府
団
地
の
内
容
が
不
透
明
な
ま

ま
設
計
単
価
も
わ
か
ら
な
い
。
こ

の
よ
う
な
予
算
に
賛
成
す
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
反
対
し

ま
す
。

※
平
成
27
年
度
吉
富
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

に
つ
い
て

質 

疑

	
	

山
本
委
員

	

第
三
者
傷
害
に
よ
る
納
付
金
は
、
ど

の
よ
う
な
内
容
で
何
件
あ
っ
た
の

で
す
か
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

	

交
通
事
故
と
傷
害
に
よ
る
も
の
（
一

件
）
が
あ
り
、
五
、六
件
く
ら
い
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
吉
富
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
に
つ
い
て
（
可
決
）

質 

疑

	
	

山
本
委
員

	

水
洗
便
所
改
造
助
成
金
は
、
何
件

分
で
い
く
ら
に
な
る
の
で
す
か
。

答 

弁

	

	

上
下
水
道
課
長

	

１
年
目
４
万
円
の
助
成　

40
戸
の

予
算
に
対
し
、
33
戸
。

　

２
年
目
２
万
円
の
助
成　

10
戸
の

予
算
に
対
し
、
３
戸
。

　

３
年
目
１
万
円
の
助
成　

10
戸
の

予
算
に
対
し
１
戸
で
す
。

※
平
成
27
年
度
吉
富
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い

て
（
可
決
）

質 

疑

	
	

山
本
委
員

　

下
水
道
工
事
に
伴
う
配
水
管
仮
設

の
減
額
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
。

答 

弁

	

	

上
下
水
道
課
長

　

入
札
の
執
行
残
及
び
当
初
予
算

と
実
際
の
実
施
設
計
の
若
干
の
差

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
１
，

２
６
０
万
円
の
減
額
を
し
て
い
ま

す
。

※
議
案
第
19
号　

平
成
28
年
度
吉
富

町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
（
可

決
）

質 

疑

	
	

山
本
委
員

	

身
体
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

費
の
自
動
車
改
造
助
成
は
10
万
円

を
助
成
す
る
の
だ
と
思
う
が
、
仮

に
１
０
０
万
円
掛
か
る
人
も
10
万

円
等
、
一
律
で
す
か
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

　

そ
の
方
に
よ
っ
て
い
ろ
ん
な
費
用

が
発
生
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
お

お
む
ね
10
万
円
ぐ
ら
い
と
い
う
こ

と
で
計
算
し
て
い
ま
す
。

質 

疑

	
	

丸
谷
委
員

　

昭
和
、
わ
か
ば
、
町
外
私
立
保
育

委
託
料
は
、
保
育
児
の
人
数
の
割

合
で
す
か
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

想
定
園
児
数
に
、
一
人
当
た
り
単
価　

等
を
掛
け
た
金
額
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

質 

疑

	
	

太
田
委
員

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
送
迎
支
援
委

託
料
の
委
託
先
は
、
ど
こ
を
予
定

し
て
い
る
の
で
す
か
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

安
全
対
策
に
関
心
の
あ
る
団
体
等
に

委
託
す
る
予
定
で
す
。

質 

疑

	
	

山
本
委
員

	

橋
梁
定
期
点
検
業
務
委
託
料
の
四

橋
分
は
ど
こ
で
す
か
。

答 

弁

	

	

産
業
建
設
課
長

　

佐
井
川
橋
、土
屋
橋
、幸
子
橋
、瀬
々

原
橋
の
４
橋
で
す
。

質 

疑

	
	

山
本
委
員

　

別
府
団
地
解
体
工
事
費
の
内
容
の

説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

北
側
の
第
２
、
第
３
列
目
と
集
会
場

で
す
。
面
積
で
１
，２
５
４
㎡
で
す
。

質 
疑

	
	

山
本
委
員

	
出
産
育
児
一
時
金
が
10
件
分
上
が

っ
て
い
る
。
第
４
次
総
合
計
画
の

中
期
計
画
等
で
人
口
増
の
計
画
を

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
足
り
る
の

で
す
か
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

　

国
保
特
会
分
だ
け
で
す
の
で
、
予

算
編
成
上
こ
れ
で
い
い
と
思
い
ま

す
。

※
平
成
28
年
度
吉
富
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
（
可

決
）

質 

疑

	
	

山
本
委
員

	

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
特
別

徴
収
保
険
料
の
減
額
の
説
明
を
し

て
く
だ
さ
い
。

答 

弁

	

	

健
康
福
祉
課
長

　

減
額
の
大
き
な
理
由
と
し
て
は
、

保
険
料
率
の
変
更
に
伴
い
減
額
を

し
て
い
ま
す
。

　

９
８
９
名
で
す
。

※
平
成
28
年
度
吉
富
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
（
可

決
）

質 

疑

	
	

山
本
委
員

	

今
期
で
ど
れ
く
ら
い
の
普
及
率
に

な
る
の
で
す
か
。
接
続
率
は
何
％

で
す
か
。

答 

弁

	

	

上
下
水
道
課
長

　

現
在
、
公
共
下
水
道
で
整
備
さ
れ

て
い
る
分
に
つ
い
て
は
92‌

ha
で
、

39
．
５
％
の
普
及
率
と
な
り
ま
す
。

  

接
続
率
は
、
現
在
49
％
を
少
し
上
回

っ
て
い
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
吉
富
町
水
道
事
業
会

計
予
算
に
つ
い
て
（
可
決
）

質 

疑

	
	

山
本
委
員

	

工
事
請
負
費
「
消
火
栓
設
置
工
事

（
１
箇
所
）」の
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

答 

弁

	

	

上
下
水
道
課
長

　

こ
の
１
カ
所
は
頭
出
し
で
、
消
防

部
局
の
ほ
う
が
設
置
場
所
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
吉
富
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
（
可

決
）

※
吉
富
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

　

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　

定
に
つ
い
て
（
可
決
）

福
祉
産
業
建
設
常
任
委
員
会
経
過
（
3
／
16
開
催
分
）
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問     
　

	

町
勢
と
財
政
の
健
全
化
を
ど

の
よ
う
に
分
析
、
舵
取
り
を

す
る
の
か
。

答    

	

企
画
財
政
課
長

・
過
去
10
年
間
の
人
口
や
税
収

は
、
減
少
傾
向
。

・
町
内
総
生
産
及
び
町
民
所
得
は
、
平

成
18
年
度
か
ら
19
年
度
は
大
き
く
減

少
し
た
が
、
そ
の
後
、
と
も
に
増
加

傾
向
が
続
い
て
い
る
。

・
基
金
は
平
成
19
年
度
末
を
底
に
、
平

成
25
年
度
末
に
は
過
去
最
高
の
水
準

に
達
し
た
。

・
町
債
残
高
は
、
公
共
施
設
建
替
え
等

で
増
加
傾
向
、
現
時
点
で
は
臨
時
財

政
対
策
債
を
除
け
ば
、
過
去
の
水
準

か
ら
見
て
も
か
な
り
低
い
状
況
。

問     
　

	

平
成
29
年
度
以
降
の
予
算
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。答    

	

企
画
財
政
課
長

平
成
28
年
度
の
執
行
状
況
等

を
十
分
勘
案
し
、
じ
っ
く
り
考
え
て

い
き
た
い
。

問     
　

	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
制
度
）
の
導

入
に
向
け
て
の
背
景
と
問
題
点
は
。

答    
	

教
育
長

学
校
は
子
供
た
ち
が
自
立
し

て
社
会
で
生
き
、
生
き
る
力
を
培
う

場
で
あ
り
、
地
域
社
会
は
実
生
活
、

実
社
会
の
体
験
的
な
学
習
の
場
と
し

て
学
び
を
手
助
け
す
る
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
、
保
護
者
、

地
域
住
民
等
か
ら
学
校
教
育
に
対
す

る
多
様
な
要
請
、
開
か
れ
た
学
校
運

営
が
求
め
ら
れ
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
を
目
指
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
導
入
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

問
題
点
と
し
て
は
、「
校
長
の
作
成
す

る
教
育
課
程
や
学
校
運
営
の
基
本
方

針
の
承
認
」「
教
職
員
の
採
用
、
任
用

に
関
し
て
任
命
権
者
に
意
見
を
述
べ

る
な
ど
一
定
の
権
限
と
責
任
を
持
ち
、

学
校
運
営
に
直
接
参
画
す
る
。」「
教

職
員
の
制
度
理
解
が
低
い
。」「
導
入

後
の
管
理
職
や
担
当
教
諭
の
負
担
が

大
き
く
な
る
。」「
協
議
会
委
員
報
酬
、

そ
の
他
経
費
が
必
要
」
等
で
す
。

平
成
28
年
度
は
導
入
に
向
け
て
１
学

期
中
に
導
入
検
討
委
員
会
を
設
置
←

中
期
基
本
計
画
に
基
づ
く

施
策
に
つ
い
て

今
後
の
教
育
行
政
に
つ

い
て

２
名
増
員
を
行
政
改
革
推
進
委
員
会

に
意
見
を
求
め
て
い
ま
す
。

問     
　

	

今
後
の
職
員
の
雇
用
は
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

答    

	

総
務
課
長

退
職
者
を
補
充
す
る
採
用
を

行
い
な
が
ら
、
定
員
適
正
化
対
策
に

定
め
る
職
員
数
を
確
保
し
ま
す
。

問     
　

	

道
路
計
画
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答    

	

産
業
建
設
課
長

現
在
幸
子
上
、
幸
子
古
、
別

府
、
今
吉
、
土
屋
、
界
木
、
和
井
田
、

小
犬
丸
下
の
８
地
区
か
ら
12
路
線
に

つ
い
て
道
路
改
良
要
望
が
あ
り
ま
す
。

幸
子
上
、
和
井
田
は
一
部
道
路
拡
幅

が
完
了
し
、
引
き
続
き
道
路
改
良
を

進
め
ま
す
。
幸
子
古
、
土
屋
は
、
用

地
測
量
等
を
委
託
中
で
年
度
内
に
土

地
の
分
筆
作
成
が
完
了
予
定
で
す
。

今
吉
、
界
木
、
小
犬
丸
下
に
つ
い
て

は
道
路
計
画
が
完
了
し
た
地
区
か
ら

道
路
整
備
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

問     
　

	

計
画
の
優
先
順
位
は
ど
う
考

え
て
い
ま
す
か
。

答    

	

産
業
建
設
課
長

吉
富
町
狭
隘
道
路
拡
幅
整
備
計

画
の
重
点
整
備
予
定
路
線
を
積
極
的

に
整
備
し
ま
す
が
、
財
政
部
局
と
協
議

し
、
総
合
的
に
判
断
し
て
計
画
及
び
事

業
化
の
決
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問     
　

	

吉
富
町
で
、
こ
の
法
の
対
象

者
は
い
ま
す
か
。

答    

	

健
康
福
祉
課
長

生
活
保
護
を
受
け
た
い
と
い

う
相
談
が
毎
月
一
件
程
度
あ
り
ま
す
。

問     
　

	

こ
の
事
業
の
内
容
を
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。

答    

	

健
康
福
祉
課
長

自
立
相
談
支
援
事
業
、
住
居

確
保
給
付
金
、
就
労
準
備
支
援
費
用
、

家
計
相
談
支
援
事
業
、
就
労
訓
練
事

業
、
学
習
支
援
、
一
括
生
活
支
援
事

業
の
７
つ
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。

問     
　

	
今
後
の
課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

答    

	

健
康
福
祉
課
長

生
活
保
護
世
帯
の
自
立
支
援

を
促
す
た
め
に
広
報
、
チ
ラ
シ
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
の
周
知
に
努
め
て
い

ま
す
。

問     
　

	

4
月
か
ら
の
運
用
拡
充
に
対
す

る
指
針
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

答    

	

健
康
福
祉
課
長

近
日
中
に
行
な
わ
れ
る
新
事

業
の
説
明
会
を
受
け
て
、
そ
の
内
容

を
十
分
把
握
し
て
対
応
し
ま
す
。

問     
　

	

最
低
価
格
の
無
い
吉
富
町
で

公
契
約
条
例
の
制
定
は
考
え

て
い
ま
す
か
。

答    

	

産
業
建
設
課
長

こ
の
条
例
は
、
国
や
地
方
自

治
体
と
の
事
業
を
委
託
し
た
業
者
に

雇
用
さ
れ
る
労
働
者
に
対
し
て
、
賃

金
、
雇
用
条
件
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
制
定
に

つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

問     
　

	

職
員
の
現
在
の
体
系
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答    

	

総
務
課
長

課
長
10
人
、
係
長
10
人
、
係
員

48
人
、
単
純
労
務
者
４
人
で
、
72
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に
３
人
を
一

部
事
務
組
合
等
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

問     
　

	

正
規
雇
用
で
の
職
員
定
数
を

確
保
で
き
ま
せ
ん
か
。

答    

	

総
務
課
長

条
例
定
数
は
81
人
で
す
が
、

行
政
改
革
実
施
計
画
で
派
遣
職
員
を

除
き
74
人
と
定
め
て
い
ま
す
。
増
え

続
け
る
業
務
に
的
確
に
対
応
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

の
対
策
事
業
に
つ
い
て

労
働
環
境
の
改
善
策
に

つ
い
て

道
路
行
政
に
つ
い
て

是石 利彦 議員

横川 清一 議員
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制
で
す
。

今
年
度
か
ら
、
総
合
教
育
会
議
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
町
長
と
教
育
委
員

会
は
、
協
議
、
調
整
を
行
い
な
が
ら

教
育
行
政
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

問     
　

	

今
ま
で
は
、
教
育
部
門
は
、

町
長
部
局
と
は
別
の
教
育
委

員
会
、
教
育
委
員
長
、
教
育
長
で
専

門
的
に
執
行
さ
れ
独
立
性
も
担
保
さ

れ
て
い
た
。
総
合
教
育
会
議
の
メ
ン

バ
ー
、
議
長
は
誰
が
な
る
の
で
す
か
。

答    

	

教
育
長

メ
ン
バ
ー
は
町
長
、
教
育
長
、

教
育
委
員
の
全
部
で
６
名
、
町
長
が

議
長
に
な
り
ま
す
。

問     
　

	

非
常
な
強
権
が
発
動
で
き
ま

す
ね
。
ち
ょ
っ
と
怖
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
町
長
、
強
権
執
行

に
配
慮
を
す
る
何
か
お
考
え
が
あ
り

ま
す
か
。
そ
の
辺
を
お
聞
き
し
た
い

の
で
す
。

※　

制
限
時
間
を
超
え
た
た
め
、
答

弁
な
し
。

し
、
２
学
期
に
先
進
地
研
修
視
察
等

を
行
い
た
い
。
導
入
は
平
成
29
年
４

月
１
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問     
　

	

吉
富
町
教
育
行
政
の
現
状
と

目
標
等
を
尋
ね
ま
す
。

答    

	

教
育
長

・
吉
富
小
学
校
児
童
数
は
平
成

28
年
４
月
１
日
３
６
６
人
、
全
学
年

２
ク
ラ
ス
の
通
常
学
級
と
特
別
支
援

学
級
２
ク
ラ
ス
の
予
定
。

・
学
習
支
援
員
を
１
名
配
置
、
特
別
支

援
教
室
も
２
名
の
学
習
支
援
補
助
員

を
配
置
し
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

教
育
に
取
り
組
む
。

・
教
育
環
境
整
備
で
は
、
施
設
整
備
、

学
用
品
も
、
学
校
現
場
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
進
め
る
。

・
職
員
の
知
識
の
取
得
、
職
務
遂
行
に

対
す
る
積
極
的
、
意
欲
的
な
姿
勢
が

目
標
達
成
の
大
き
な
鍵
。

・
教
育
長
と
し
て
教
育
委
員
会
の
職
場

環
境
等
を
整
え
る
。

・
新
設
の
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
大

綱
を
策
定
。　

小
中
学
生
の
生
活
態
度
に
住
民
も
敏

感
に
な
っ
て
い
ま
す
。
道
徳
心
、
生

活
習
慣
、
学
習
規
律
等
は
道
徳
の
時

間
と
学
級
活
動
の
時
間
で
指
導
し
て

い
ま
す
。

問     
　

	

教
育
長
の
任
期
と
教
育
体
制

に
つ
い
て

答    

	

教
育
長

私
の
任
期
の
平
成
28
年
10
月

４
日
ま
で
は
経
過
措
置
で
現
状
の
体

問     
　

	

白
線
の
中
央
線
、
横
断
歩
道
、

道
路
片
の
白
線
が
消
え
か
け

て
い
る
。
補
修
・
管
理
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答    

	

総
務
課
長

自
治
会
長
か
ら
の
要
望
に
基

づ
い
て
、
危
険
性
の
度
合
い
や
交
通

量
な
ど
を
考
量
し
、
優
先
順
位
を
つ

け
て
補
修
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問     
　

	

合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
に

は
町
か
ら
補
助
金
が
出
て
い

る
が
、
下
水
道
設
備
工
を
す
る
の
に
、

約
一
件
当
た
り
50
万
円
～
１
０
０
万

円
ぐ
ら
い
掛
か
り
、
補
助
金
が
で
な

い
。
補
助
金
制
度
を
設
け
て
は
ど
う

か
。答    

	

上
下
水
道
課
長

公
共
下
水
道
の
接
続
促
進
の

た
め
に
、
水
洗
便
所
等
改
造
助
成
金

制
度
や
水
洗
便
所
等
改
造
助
成
金
融

資
斡
旋
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

問     
　

	

接
続
し
た
く
て
も
多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
る
。
新
た
に

補
助
金
制
度
を
設
け
れ
ば
前
向
き
に

取
り
組
み
、
接
続
率
が
上
が
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

答    

	

上
下
水
道
課
長

い
ろ
い
ろ
な
制
度
を
有
効
に
活

用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

問     
　

	

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
状
況
と
、
設
置
促

進
に
向
け
た
本
町
へ
の
支
援
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答    

	

健
康
福
祉
課
長

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
利
用
者
支

援
事
業
と
保
健
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

を
と
っ
て
行
う
事
業
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成

29
年
度
か
ら
事
業
者
支
援
事
業
の
開

始
準
備
と
も
に
、
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
運
営
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問     
　

	

今
後
職
員
（
雇
用
）
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答    

	

総
務
課
長

行
政
改
革
推
進
委
員
会
に
２

名
増
員
を
す
る
こ
と
に
つい
て
、
意
見

を
求
め
てい
る
と
こ
ろ
で
す
。

問     
　

	

再
雇
用
に
つ
い
て
、
実
施
計

画
は
あ
る
の
か
。

答    

	

総
務
課
長

吉
富
町
職
員
の
再
任
用
に
関

す
る
条
例
に
基
づい
て
適
切
に
対
応
し

た
い
と
思ってい
ま
す
。

問     
　

	

適
正
職
員
数
は
何
人
と
み
て

い
る
か
。

答    

	

総
務
課
長

第
７
次
行
政
改
革
推
進
委
員

会
に
２
名
の
増
員
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

職
員
数
を
76
人
に
し
た
い
と
思
って
お

り
ま
す
。

問     
　

	

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
の

職
員
数
は
何
人
に
な
る
見
込

み
か
。

答    

	

総
務
課
長

現
在
の
職
員
数
は
、72
人
で
す
。

現
在
の
定
員
適
正
化
計
画
の
職
員
数

は
74
人
で
す
の
で
、
２
名
の
欠
員
に
なっ

て
い
ま
す
。
そ
の
欠
員
の
２
人
を
本
年

４
月
１
日
に
採
用
し
、
計
画
ど
お
り
の

職
員
数
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
３
月
末
で
１
人
の
退
職
の
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
職
員
数
は
73

人
と
な
り
ま
す
。

問     
　

	

今
後
５
年
間
の
退
職
予
定
者

数
は
何
人
か
。

答    

	

総
務
課
長

５
年
間
で
12
人
が
退
職
す
る

予
定
と
なって
お
り
ま
す
。

 

町
道
路
に
つ
い
て

下
水
道
設
備
に
対
す
る

支
援
制
度
に
つ
い
て

本
町
に
お
け
る
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

職
員
数
の
適
正
化
に
つ

い
て

丸谷 一秋 議員
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問     
　

	

町
債
の
過
去
の
推
移
を
お
尋

ね
し
た
い
。

答    

	

企
画
財
政
課
長

一
般
会
計
に
お
け
る
昨
年

度
末
現
在
の
町
債
の
残
高
が
約

24
億
５
，
５
０
０
万
円
、
今
年
度
末

の
見
込
み
が
約
25
億
５
，
１
０
０
万

円
で
、
こ
れ
ま
で
の
起
債
の
推
移
を

み
る
と
、
平
成
13
年
度
か
ら
臨
時
財

政
対
策
債
の
発
行
を
機
に
平
成
14
年

末
の
約
13
億
１
，
８
０
０
万
円
を
底

に
、
増
加
傾
向
で
す
。

こ
の
臨
時
財
政
対
策
債
は
後
年
度

の
普
通
交
付
税
で
１
０
０
％
措
置

さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
除
い
た

純
粋
な
事
業
に
よ
る
起
債
の
残
高
は

平
成
26
年
度
末
現
在
で
約
８
億
６
，

０
０
０
万
円
、
27
年
度
末
見
込
み
で

約
９
億
５
，
０
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問     
　

	

基
金
の
推
移
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
た
い
。

答    

	

企
画
財
政
課
長

平
成
14
年
度
末
の
約
25
億
９
，

５
０
０
万
円
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
、
平
成
19
年
度
に
は
約
21
億
２
，

９
０
０
万
円
ま
で
減
少
、
そ
の
後

再
び
基
金
の
残
高
は
上
昇
に
転
じ
、

平
成
25
年
度
末
に
は
、
約
28
億
５
，

０
０
０
万
円
と
過
去
最
高
の
水
準
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
東
日

本
大
震
災
以
降
の
公
共
施
設
や
イ
ン

フ
ラ
整
備
な
ど
の
事
業
に
重
点
を
置

い
た
行
政
運
営
を
行
っ
た
関
係
で
、

近
年
は
減
少
傾
向
で
す
。

問     
　

	

今
後
の
見
通
し
を
お
聞
き
し

た
い
。

答    

	

企
画
財
政
課
長

今
後
の
基
金
の
推
移
に
つ
い

て
は
、
第
４
次
総
合
計
画
に
計
上
し

た
事
業
と
、
地
方
創
生
関
連
の
事
業

等
を
今
後
力
強
く
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
財
源
と
し
て
、

基
金
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
も
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
基
金
に
つ
い
て

は
一
定
の
水
準
は
確
保
し
た
上
で
有

効
活
用
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

問     
　

	

現
在
の
吉
富
町
の
財
政
は
健
全

か
ど
う
か
を
お
聞
き
し
た
い
。

答    

	

企
画
財
政
課
長

今
後
町
債
、
基
金
の
バ
ラ
ン

ス
等
を
十
分
考
慮
し
て
事
業
を
行
い

ま
す
が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
健
全

財
政
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問     
　

	

過
去
の
町
債
の
金
利
が
何
％

か
お
尋
ね
し
た
い
。

答    

	

企
画
財
政
課
長

最
近
の
借
り
入
れ
で
は
、
１

番
高
い
金
利
は
１
．２
％
の
利
率
。

１
番
低
利
な
も
の
は
、０
．１
％
で
す
。

起
債
に
関
し
て
は
、
年
度
内
で
借
り

る
本
数
も
多
く
、
借
り
入
れ
先
等
の

条
件
等
に
よ
り
固
定
金
利
な
ど
色
々

な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

問     
　

	

マ
イ
ナ
ス
金
利
が
導
入
さ
れ

た
超
低
金
利
の
今
、
よ
り
低

金
利
に
借
り
換
え
は
可
能
か
お
尋
ね

し
た
い
。

答    

	

企
画
財
政
課
長

条
件
と
し
て
は
、
か
な
り
難

し
い
よ
う
で
す
。

問     
　

	

９
月
議
会
に
て
質
問
し
た
青

色
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
つ
い
て

そ
の
後
進
展
が
あ
れ
ば
お
尋
ね
し
た

い
。答    

	

総
務
課
長

現
在
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
専
用
車

が
１
台
、
公
用
車
の
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

車
が
１
台
あ
り
、
新
し
く
公
用
車
の

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
車
２
台
を
登
録
中
で

す
。
登
録
出
来
次
第
活
用
予
定
で
す
。

問     
　

	

町
内
全
域
を
１
０
０
％
と
し

て
、
現
在
の
工
事
進
捗
率
は

何
％
で
す
か
。

答    

	

上
下
水
道
課
長

平
成
９
年
度
に
事
業
を
開
始

し
、
平
成
47
年
度
ま
で
に
整
備
す
る

計
画
で
事
業
の
進
捗
を
図
っ
て
い
ま

す
。
面
積
２
３
３
ha
の
う
ち
92‌

ha
が

整
備
さ
れ
て
お
り
現
在
の
進
捗
率
は

39‌

．５
％
で
す
。

問     
　

	

供
用
開
始
に
な
っ
て
い
る
区

域
の
現
在
の
接
続
率
は
何
％

で
す
か
。

答    

	

上
下
水
道
課
長

今
年
２
月
29
日
現
在
の
供
用

開
始
戸
数
１
，
３
５
７
戸
、
下
水
道

の
接
続
済
戸
数
６
７
０
戸
接
続
率
は

49
．４
％
で
す
。

問     
　

	

接
続
率
を
上
げ
る
こ
と
に
関

し
て
何
か
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
て
い
ま
す
か
。

答    

	

上
下
水
道
課
長

個
別
訪
問
や
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
案
内
と
接
続
へ
の

啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。
又
、
下
水

道
工
事
に
着
手
し
た
地
区
に
つ
い
て

は
、
工
事
説
明
会
で
下
水
道
の
役
割
、

重
要
性
を
説
明
し
、
接
続
の
お
願
い

を
し
て
い
ま
す
。

問     
　

	

モ
デ
ル
ル
ー
ム
を
造
り
、
改

修
を
促
す
や
り
か
た
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
か
。

答    
	

上
下
水
道
課
長

検
討
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

啓
発
の
取
り
組
み
を
継
続
的
に
行
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問     
　

	
下
水
道
工
事
に
対
す
る
助
成

金
制
度
の
創
設
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

答    

	

上
下
水
道
課
長

供
用
開
始
の
年
数
に
よ
り
、

３
年
を
限
度
に
助
成
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
又
、
生
活
保
護
受
給
者
の

方
な
ど
の
生
活
困
窮
者
へ
の
下
水
道

事
業
受
益
者
負
担
金
の
減
免
制
度
も

設
け
て
い
ま
す
。

問     
　

	

ト
イ
レ
、
台
所
、
洗
面
所
、

風
呂
な
ど
の
配
管
接
続
に

12
万
～
19
万
５
千
円
掛
か
り
ま
す
。

現
行
の
助
成
制
度
は
、
１
年
以
内
に

接
続
す
れ
ば
４
万
円
、
２
年
だ
と

２
万
円
、
３
年
だ
と
１
万
円
、
低
所

得
者
、
非
課
税
対
象
者
は
負
担
が
大

変
で
す
。
も
う
少
し
助
成
制
度
を
設

け
て
は
ど
う
で
す
か
。

答    

	

上
下
水
道
課
長

財
政
的
に
厳
し
い
所
も
あ
←

下
水
道
接
続
工
事
助
成

に
つ
い
て 

 

町
の
財
政
に
つ
い
て

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に

つ
い
て

マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入
に

際
し
て

太田 文則 議員
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る
養
殖
施
設
が
損
壊
被
害
を
受
け
た

こ
と
や
、
養
殖
業
者
の
体
調
不
良
な

ど
に
よ
り
養
殖
を
休
止
し
て
い
ま

す
。

ま
ず
、
漁
業
協
同
組
合
並
び
に
組
合

員
自
ら
水
産
振
興
に
向
き
合
い
、
カ

キ
養
殖
を
本
格
的
に
再
開
し
、
本
町

産
の
カ
キ
を
特
産
品
と
し
て
、
又
、

観
光
と
し
て
の
カ
キ
小
屋
実
施
な
ど

に
よ
り
、
漁
業
所
得
向
上
や
新
規
就

業
者
育
成
に
結
び
つ
く
の
で
あ
れ

ば
、
町
と
し
て
も
漁
業
振
興
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
り
、
町
や
国
の
新
規

漁
業
就
業
者
総
合
支
援
事
業
補
助
制

度
活
用
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

意     
　

	

ぜ
ひ
漁
業
組
合
と
協
議
を
重

ね
て
い
た
だ
い
て
、
漁
業
者

た
ち
の
働
く
場
を
な
く
さ
な
い
よ
う

に
担
当
課
と
し
て
最
善
の
努
力
を
尽

く
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

り
、
接
続
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
法

の
定
め
が
あ
り
、
法
を
逸
脱
し
た
助

成
金
制
度
は
現
在
の
と
こ
ろ
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

意     
　

	

接
続
率
を
上
げ
る
意
味
で
質

問
し
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
を
造
り
実
体
感
が
で
き
る
こ
と
を

お
願
い
し
た
い
。

問     
　

	

漁
業
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

答    

	

産
業
建
設
課
長

水
産
資
源
の
維
持
回
復
の
た

め
に
ア
サ
リ
貝
の
放
流
事
業
補
助
と

し
て
、
漁
業
組
合
に
２
５
０
万
円
を
、

又
、
車
エ
ビ
、
ヨ
シ
エ
ビ
の
中
間
育

成
や
ガ
ザ
ニ
の
放
流
事
業
に
対
し
、

豊
前
築
上
栽
培
魚
業
推
進
協
議
会
に

90
万
円
を
継
続
補
助
し
て
い
ま
す
。

意     
　

	

産
業
建
設
課
と
し
て
も
、
漁

業
組
合
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

漁
業
者
が
潤
う
よ
う
な
方
向
に
持
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

問     
　

	

カ
キ
養
殖
業
者
に
対
し
て
助

成
を
す
る
こ
と
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

答    

	

産
業
建
設
課
長

近
年
、
カ
キ
養
殖
が
行
わ
れ

て
い
な
い
原
因
は
、
波
浪
な
ど
に
よ

漁
業
振
興
に
つ
い
て

問     
　

	

小
中
高
、
入
学
時
の
制
服
費

支
援
に
つ
い
て

答    

	

教
育
長

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困

難
な
児
童
の
保
護
者
に
対
し
て
、
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
給
食
費
、
学

用
品
費
、
校
外
活
動
費
、
新
入
学
児

童
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
、
医
療

費
等
が
あ
り
ま
す
。

入
学
に
当
た
っ
て
新
入
学
児
童
学
用

品
費
を
援
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
制
服
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
高
校
入
学
に
つ
い
て
は
、

国
の
就
学
支
援
と
か
、
あ
わ
せ
て
町

の
奨
学
金
制
度
等
を
活
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

問     
　

	

例
え
ば
部
活
で
の
必
要
金
額

の
説
明
は
（
入
学
前
の
早
い

段
階
で
）、
な
る
べ
く
き
め
細
か
く

し
て
は
と
思
う
が
。

答    

	

教
育
長

そ
う
い
っ
た
面
に
つ
き
ま
し

て
は
、
詳
細
に
渡
っ
て
す
る
の
が
よ

り
ベ
タ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

問     
　

	

卒
業
生
か
ら
の
制
服
リ
ユ
ー

ス
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

制
服
は
、
３
年
間
と
時
間
が
決
ま
っ

た
間
の
必
要
着
で
あ
り
、
必
要
経
費

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
３
年

間
だ
け
を
負
担
と
感
じ
る
保
護
者
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
、

資
源
の
再
利
用
と
の
観
点
か
ら
検
討

の
余
地
が
な
い
の
か
、
見
解
を
お
聞

き
し
ま
す
。

答    

	

教
育
長

小
学
校
に
つ
い
て
は
年
度
末

に
学
校
か
ら
通
知
を
出
し
、
不
用
に

な
っ
た
標
準
服
の
寄
附
を
募
っ
て
お

り
ま
す
。

中
学
校
に
お
い
て
は
、「
保
健
便
り
」

を
通
し
て
呼
び
か
け
、
不
用
な
制
服

を
寄
附
し
て
も
ら
い
、
転
入
者
用
に

準
備
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
呼
び
か
け
て
も
っ
と
こ
れ
を
活
性

化
し
て
い
き
た
い
と
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
お
互
い
に
話
し
合
い
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
で
き
る
だ
け
、
リ
ユ

ー
ス
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
方
向
で
す
。

答    

	
町
長

卒
業
生
か
ら
の
制
服
を
後
輩

に
と
い
う
こ
と
も
、
一
つ
の
資
源
を

大
切
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

し
、
ま
た
費
用
の
面
で
も
随
分
と
保

護
者
に
と
っ
て
は
役
立
つ
の
か
な
っ

て
今
お
話
を
聞
き
な
が
ら
そ
う
思
い

ま
し
た
。
吉
富
中
学
校
の
場
合
、
制

服
が
ブ
レ
ザ
ー
で
し
て
ま
す
。
多

分
、
あ
れ
は
そ
れ
な
り
の
費
用
が
か

か
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
ふ
う
に
少
し
で
も
安
価
な
、
そ

し
て
便
利
の
い
い
も
の
が
考
え
ら
れ

る
な
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
も
保
護
者

の
皆
さ
ん
、
あ
る
い
は
学
校
の
先
生

方
、
教
育
委
員
会
で
考
え
て
い
た
だ

け
る
こ
と
も
一
つ
か
な
っ
て
今
、
率

直
に
お
話
を
聞
い
て
思
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

意     
　

	

財
政
支
援
の
ほ
う
で
は
厳
し

い
な
と
、
や
は
り
リ
ユ
ー
ス

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
あ
る
程
度
の

支
援
と
い
う
も
の
も
今
後
考
え
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
な
と
思
う
わ
け

で
す
が
、
若
干
残
念
に
思
い
ま
す
。

学
校
制
服
の
支
援
に
つ

い
て

山本 定生 議員
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問     
　

	

豪
雨
、
満
潮
、
ダ
ム
の
放
流

が
重
な
っ
た
場
合
に
危
険
な

状
態
に
な
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

考
え
を
伺
い
ま
す
。

答    

	

総
務
課
長

現
在
、
越
水
で
の
被
害
想
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
先
般
の

常
総
市
の
よ
う
に
越
水
の
み
な
ら
ず

水
が
堤
防
に
し
み
込
み
、
堤
防
を
壊

す
複
合
的
な
要
因
で
も
堤
防
決
壊
の

原
因
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
山

国
川
流
域
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う

な
原
因
に
よ
る
堤
防
決
壊
時
の
浸
水

想
定
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
７
月
結

果
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
そ
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
結
果
を
周
知
、
啓
発
す
る

と
と
も
に
、
防
災
、
避
難
訓
練
時
等

に
そ
の
結
果
に
即
し
た
訓
練
等
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問     
　

	

複
合
的
な
気
象
条
件
に
お
け

る
ダ
ム
の
放
流
に
つ
い
て
、

町
か
ら
要
望
等
ダ
ム
管
理
者
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

答    

	

総
務
課
長

定
期
的
に
山
国
川
流
域
の
関

係
機
関
、
山
国
川
河
川
事
務
所
、
中

津
市
、
上
毛
町
、
吉
富
町
に
よ
る
防

災
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
会

議
の
中
で
ダ
ム
の
構
造
に
関
す
る
説

明
や
協
議
が
あ
り
、
く
れ
ぐ
れ
も
下

流
の
洪
水
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に

調
整
を
し
て
欲
し
い
と
常
々
お
願
い

を
し
て
い
ま
す
。

問     
　

	
昨
今
の
集
中
豪
雨
は
予
想
を

は
る
か
に
超
え
た
水
量
を
も

た
ら
し
ま
す
。
堤
防
の
点
検
、
補
強

等
の
要
望
を
管
理
者
に
行
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

答    

	

総
務
課
長

堤
防
の
補
強
等
を
行
う
に
は
、

膨
大
な
お
金
が
か
か
る
た
め
堤
防
の

点
検
結
果
を
も
と
に
優
先
順
位
を
つ

け
て
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
、
山

国
川
に
つ
い
て
は
国
が
、
佐
井
川
に

つ
い
て
は
県
が
補
強
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問     
　

	

①
若
者
の
婚
活
支
援
＝
結
婚

支
援
に
つ
い
て

過
去
３
年
間
の
吉
富
町
住
民
の
婚
姻

受
理
数
は
。

答    

	

企
画
財
政
課
長

保
健
統
計
年
報
に
よ
る
と
、

平
成
24
年
40
件
、
25
年
41
件
、
26
年

27
件
で
す
。

問     
　

	

執
行
部
の
取
り
組
み
と
決
意

を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

答    

	

企
画
財
政
課
長

吉
富
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
の
総
合
戦
略
の
中
の
各
種
の

施
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住

み
よ
い
環
境
づ
く
り
、
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
等
を
推
進
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
結
婚

へ
の
後
押
し
と
い
う
こ
と
で
、
吉
富

町
で
新
婚
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る

際
の
支
援
等
を
行
い
、
本
町
の
婚
姻

件
数
の
増
加
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問     
　

	

吉
富
町
で
新
婚
生
活
を
営
む

上
で
、
財
政
支
援
を
含
め
た

何
ら
か
の
支
援
を
行
な
い
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

答    

	
企
画
財
政
課
長

吉
富
町
で
の
新
婚
家
賃
の
補

助
を
含
め
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
い

き
た
い
。
そ
う
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を

総
合
戦
略
の
中
で
今
、
立
ち
上
げ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
国
の
審
査
に
通

れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
交
付
金
が
充
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
財
政
的
な
措

置
は
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問     
　

	

②
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

過
去
３
年
間
の
吉
富
町
住
民

の
出
生
受
理
数
は
。

答    

	

企
画
財
政
課
長

保
健
統
計
年
報
に
よ
る
出
生

件
数
は
、平
成
24
年
67
件
、25
年
55
件
、

26
年
68
件
で
す
。

問     
　

	

過
去
３
年
間
吉
富
町
住
民
の

出
生
率
は
。

答    

	

総
務
課
長

平
成
22
年
度
２
．０
、
平
成

23
年
度
１
．９
８
、
平
成
24
度
１
．

７
０
、
平
成
25
年
度
１
．４
３
で
す
。

問     
　

	

国
が
出
生
率
は
１
．８
と
目
標

を
掲
げ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
執
行
部
の
取
り
組
み
と
決
意
を

確
認
し
た
い
。

答    

	

企
画
財
政
課
長

総
合
戦
略
の
各
種
の
施
策
の

実
施
に
よ
り
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く

り
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

等
、
日
本
一
子
育
て
が
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
文
句
に
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
力
を
入
れ
て
推

進
を
し
た
い
と
。
ま
た
、
子
供
た
ち

を
町
の
宝
と
位
置
づ
け
、
子
供
が
社

会
人
と
し
て
自
立
す
る
ま
で
の
子
育

て
を
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、

教
育
な
ど
、
総
合
的
に
支
援
を
し
、

子
育
て
の
不
安
や
負
担
の
軽
減
等
を

図
る
こ
と
で
、
本
町
の
出
生
率
、
出

生
数
、
の
増
加
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

意     
　

	

ま
さ
に
子
供
は
国
の
宝
、
地

域
の
宝
、
町
の
宝
、
未
来
に

つ
な
げ
て
い
く
子
供
が
あ
っ
て
こ
そ

の
私
た
ち
の
営
み
で
は
な
い
か
と
思

安
全
安
心
な
町
創
り
に

つ
い
て

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

梅津 義信 議員

い
ま
す
。
ど
う
か
、
そ
の
決
意
を
実

の
な
る
も
の
と
し
、
こ
の
吉
富
町
の

子
供
た
ち
が
明
る
く
す
く
す
く
と
育

ち
、
数
が
ふ
え
、
私
た
ち
の
未
来
を

託
す
世
代
の
増
加
が
図
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
希
望
し
、
ま
た
、
結
婚
、
住

宅
に
対
す
る
資
金
対
応
・
補
助
、
出

会
い
の
場
の
提
供
、
結
婚
し
た
ほ
う

が
有
利
と
な
る
よ
う
な
税
制
、
若
者

の
結
婚
を
推
奨
す
る
よ
う
な
啓
発
活

動
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
創
生
の
中

で
広
く
論
議
し
て
い
た
だ
き
、
国
に

認
め
て
も
ら
え
る
も
の
は
国
の
事
業

と
し
て
取
り
入
れ
て
も
ら
い
、
そ
う

で
な
く
て
も
、
今
子
育
て
支
援
に
対

し
て
は
、
昨
年
の
議
会
報
告
会
で
は
、

人
生
の
先
輩
方
か
ら
、
若
者
た
ち
の

応
援
事
業
を
や
っ
て
欲
し
い
と
い
う

ご
意
見
を
頂
い
て
い
ま
す
。
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問     
　

	

幸
子
の
神
揚
げ
に
急
傾
斜
地

が
あ
る
。
そ
の
危
険
性
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
、
対
応
す
る
の
か
。

個
人
所
有
で
あ
っ
て
も
条
件
を
満
た

せ
ば
県
が
改
修
し
、
国
が
補
助
す
る

場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
該
当
し

な
い
の
か
。

答    

	

総
務
課
長

そ
の
個
所
は
県
が
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
に
指
定
し
て
い
る
が
、
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
は
指
定
さ
れ
て
な

い
の
で
該
当
し
ま
せ
ん
。
危
険
性
は
十
分

認
識
し
て
お
り
、
県
と
情
報
交
換
し
な
が

ら
対
応
し
てい
き
た
い
。

問     
　

	

①
学
童
保
育
の
保
育
料
減
免

に
つ
い
て

学
童
保
育
の
対
象
が
28
年
度
か
ら
６

年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
２
人
、
３

人
入
所
す
る
世
帯
が
考
え
ら
れ
る
。

何
世
帯
か
？

答    

	

健
康
福
祉
課
長

わ
か
り
ま
せ
ん
。

問     
　

	

乳
幼
児
の
保
育
料
に
は
減
免

制
度
が
あ
る
。
学
童
の
保
育

料
に
つ
い
て
も
減
免
制
度
に
よ
っ
て

「
子
ど
も
は
宝
」
を
体
現
す
る
子
育
て

支
援
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答    
	

健
康
福
祉
課
長

本
町
の
学
童
保
育
の
保
育
料

は
近
隣
で
最
低
で
あ
り
、
減
免
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

問     
　

	

②
小
学
校
給
食
費
の
補
助
に

つ
い
て

政
府
が
開
い
た
経
済
諮
問
会
議
で
子

育
て
支
援
と
し
て
の
学
校
給
食
費
の

無
料
化
が
経
済
の
好
循
環
を
も
た
ら

す
と
し
て
議
論
さ
れ
た
と
い
う
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答    

	

教
育
長

い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
あ
る
だ
ろ

う
が
、
以
前
述
べ
た
給
食
費
に
つ
い
て

の
法
的
な
解
釈
も
あ
り
ま
す
。

問     
　

	

宮
崎
県
小
林
市
、
佐
賀
県
太

良
町
な
ど
補
助
を
す
る
自
治

体
は
広
が
っ
て
い
る
。
本
町
の
財
政

力
か
ら
み
て
十
分
可
能
で
あ
り
、
補

助
を
す
る
べ
き
で
は
。

答    

	

教
育
長

財
政
的
に
負
担
に
な
る
。
他

の
支
援
策
も
や
っ
て
お
り
、
導
入
に

つ
い
て
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問     
　

	

寒
波
と
い
う
自
然
災
害
に
よ

る
水
道
管
の
破
裂
が
起
こ
り
、

漏
水
が
発
生
し
た
。
近
隣
の
す
べ
て

の
自
治
体
は
漏
水
部
分
に
つ
い
て
水

道
料
金
を
免
除
す
る
措
置
を
と
っ
て

い
る
。
本
町
で
は
、
基
本
的
に
減
免

し
な
い
方
針
で
あ
る
。
過
去
に
は
減

免
し
て
い
る
。
行
政
に
は
継
続
性
が

求
め
ら
れ
、
変
更
に
は
理
由
が
必
要

だ
。
ど
う
い
う
理
由
か
。

答    

	

上
下
水
道
課
長

通
常
の
維
持
管
理
で
は
防
ぎ

様
が
な
か
っ
た
場
合
や
障
が
い
者
の

方
々
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
検
討

を
し
て
い
ま
す
。
減
免
要
件
は
、
平
成

22
年
か
ら
不
可
抗
力
に
よ
る
も
の
の

み
と
し
て
お
り
、
露
出
配
管
に
よ
る
漏

水
は
「
不
可
抗
力
」
に
は
該
当
し
な
い

も
の
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

問     
　

	

露
出
配
管
の
漏
水
は
な
ぜ
対

象
外
な
の
か
。
ま
た
そ
の
こ

と
を
周
知
し
て
い
る
か
。

答    

	

上
下
水
道
課
長

対
象
外
で
あ
る
こ
と
は
周
知

し
て
は
い
な
い
が
、
広
報
等
で
対
応

策
に
つ
い
て
十
分
お
知
ら
せ
を
し
て

い
ま
す
。
事
前
に
漏
水
対
策
を
さ
れ

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

へ
の
対
策
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

自
然
災
害
に
お
け
る
水
道

料
金
の
減
免
に
つ
い
て

岸本加代子 議員

た
方
々
の
お
か
げ
で
、
結
果
的
に
断

水
に
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
露
出

配
管
の
ま
ま
で
大
寒
波
を
迎
え
、
漏

水
を
き
た
し
た
場
合
、「
不
可
抗
力
」

に
は
該
当
せ
ず
自
己
責
任
と
し
て
管

理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問     
　

	

下
水
道
料
金
は
水
道
料
金
に

直
結
し
て
算
定
さ
れ
る
。
今

回
の
場
合
、
下
水
道
料
金
の
減
免
の

対
象
に
な
る
の
か
。

答    

	

上
下
水
道
課
長

下
水
道
料
金
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
今
回
の
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※　

他
に
幸
子
神
揚
げ
以
外
の
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
区
域
対
策
、
子
ど
も

の
貧
困
率
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

議
員
提
出
案
件

地方創生の実現に向けた地域高規格道路「中津日田道路」の整備促進を求める決議
地方創生の実現に向けた地域高規格道路「中津日田道路」の整備促進を求める。

よりよい保育の環境づくりについての意見書提出に関する請願
子ども・子育て支援新制度の実施主体である地方自治体が十分に役割を果たし、「すべての子ども・子育て家庭を対象
に、幼児教育、保育、地域の子ども・子育て支援の質・量の拡充を図る」とする子ども・子育て支援法の趣旨をふまえた
取り組みのいっそうの推進が図られることの意見書提出を求める請願。

子ども・子育て支援新制度に対する意見書
上記請願の採択に基づく、意見書の提出。

可 決

採 択

可 決
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　経済の基本、金融と物価の安定についての講習と施設見学を行う。

　議員は「まず議会事務局に確認」それを受けて事務局は「町の選挙管理委員会」もしくは「県の議長会」へ確認をする。そこ
でも判断が付かない場合や事例が無い場合は、最終的にここへ確認する町村議会の根幹な判断部門である。
　今回の議員研修のメインテーマである「議会報告会」での各設問（別紙参照）に関してのレクチャー・講習並びに、全国的な
方向性や取り組みについての懇談と研修を、議員各自が自由討議を行い共通認識として実施をする。少なくとも吉富町議会が
進める議会改革の方法は、全国議長会事務局としては先進的であり間違った方向性では無い事が認めて貰える。
　今後の全国的な地方議会への課題として
 ①「議事日程の延長」（地方議員は兼業職が主。時間を掛けて調査の必要がある）
 ②「議会事務局の強化」（事務員配置は最低でも必要）
 ③「賛成でも要望は伝えるべき」（総論賛成でも強化や注意点に異論する部分は伝えるべき）
 ④「議員定数・報酬削減、政務活動費廃止など安易な改革に見える様なパフォーマンスは慎むべき」
 　（各議会が縮小傾向により、議案審議が進まず「異議なし議会化」してきている事への懸念）など。

 日本銀行本店・博物館

 全国町村議会議長会（研修）※議事調査部

研修期間： 平成２８年２月１８日（木）～２０日（土）
参加議員： 若山・丸谷・是石・花畑・横川・梅津・太田・山本・中家、計9名

　国会参議院財政金融委員会傍聴では「０金利」に対して日銀総裁を参考人としての議論を傍聴。国会内委員長許可に寄る特
別見学及び地元選出武田衆議院議員、松山・大家参議院議員への表敬ならびに地方創生に関する陳情。全国で発行・発刊され
た書籍全てが揃う国内最大蔵書量を誇る国会図書館での議会図書館の必要性と拡充への視察。国民の誰もが利用出来るシス
テムだが、国会議員に関しては別セクション（事務局）があり、国会審議や法に条例、その他調査に関して行って貰えるのだと
か、その様な根拠の裏づけがあり国が動いている事を再認識する。

　小さな吉富町にとっての「何かのキーワードにならないか？」「何かヒントはないだろうか？」と、世界有数である築地市場で国
内野菜・果物の全てを一括で担ってきた日本最大級である東京シティ青果㈱へ、事業の概要説明及び施設見学を実施する。
　地域園芸農業振興のための方策と、今後の課題や先の例を聞く。
　超高級食材と認知された地方農業の成功例である「朝倉ネギ」（万能ネギの名称で有名）を、始め「あまおう（イチゴ）・おいしい
菜（菜花）・ブロッコリー・ゴボウ」などを吉富町近隣地域の農家などと開拓して全国ブランドへと発展させてきた歴史などを聞く。
　これからの農作物ブランド化への道は「健康か美容に良いと思われる物」「それを、食する方法のアピール力」「TV始めマス
コミへのアピール力」など意見交換しながら講義を受ける。

 国会議事堂及び国会図書館

 東京シティ青果（株）※野菜本部

議員の政務活動報告

・委員数 ５人

・所管事務 ア　議会運営に関する事項

 イ　議会会議規則や委員会に関する条例
 　   に関する事項

 ウ　議長の諮問に関する事項

◎ 議会を円滑に、効率的に運営するための、
　 議長の諮問的な性格を帯びた機関です。

　次の定例会の開催は、６月になります。請願、陳情等がありましたら、
５月末日までに議会事務局に提出してください。　　　 議会事務局次 回 予 告

４月１４日以降に発生した地震により、お亡くなりになられた方々に謹んでお悔やみ
を申し上げますとともに、被災をされた皆様に心よりお見舞い申し上げます。
吉富町議会は一刻も早い復興を心よりお祈りいたします。

今回は、議会運営委員会の役割を紹介します

是石　利彦 委員長
岸本加代子 委員 横川　清一 副委員長
太田　文則 委員 花畑　　明 委員

お見舞い


